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　１月20日、理科支援員配置事業の一環として、沖縄

コカ・コーラボトリング株式会社から講師を招いて「も

のの溶け方」についての特別授業が高江洲小学校５年

生を対象に行われました。

　授業では、水にクエン酸と重そうを加え炭酸水を作り、

シークヮーサーと砂糖で味をつけた炭酸飲料水を作り

ました。児童たちは、水に身近なものを溶かすことで、

炭酸水をつくることができることを体感しました。

1/12　社会教育功労者表彰受賞報告 

理科支援員配置事業 

1/13　九州女子 タグラグビー大会優勝報告 

1/15　母子保健事業で表彰 

作ってみよう炭酸水 

炭酸水を作る児童たち

　１月22日、選挙管理委員会が小中高生を対象に募

集した「平成21年度明るい選挙啓発ポスター」の表彰

式が市役所で行われました。

　応募のあった479作品の中から42点が入選し、そ

のうち沖縄県の優秀賞に勝連小６年の徳門由香さん、

具志川中２年の屋嘉比璃子さん、同３年の木原智恵さ

んが選ばれました。

明るい選挙啓発ポスター表彰式 

私達の未来を決める大事な一票 

県の優秀賞に選ばれた徳門さんと木原さん（写真左から）

− 叙 位 −

 正六位　比嘉 善榮 氏（11月29日逝去） 

　　　　 うるま市字兼箇段【元高等学校校長】 

11月11日、12日に静

岡県静岡市で開催さ

れた「平成21年度健

やか親子21全国大会」

において、池原充子

さん（石川）が、長年の

母子保健推進員とし

ての功績が認められ「社団法人母子保健推進会議会長

表彰」を受けられました。池原さんは約18年間にわたり、

地域の妊産婦・乳幼児の相談役として活動しています。

　12月６日に、鹿児

島県で行われた第４

回九州女子タグラグ

ビー大会で、石川高

等学校タグラグビー

部が見事優勝を収め

ました。市役所を訪

れた選手らが、大会

の経過や喜びを島袋市長、謝敷教育長へ伝えました。

1/20　農林水産大臣表彰受賞報告 

　与那城町漁業協同

組合の伊計光也さん

が、2008年漁業セン

サスの実施にあたり、

調査事務に尽力し、

水産行政施策の基礎

資料整備に寄与した

として、農林水産大臣より表彰を受けました。

　伊計さんは調査員としてこれまで７回、その調査事

務に従事しています。

　藏根芳雄さん（字宮

里 ）が 、 社 会 教 育 委

員、公民館運営審議

委員などを通して地

域の生涯学習、社会

教育の振興に尽力し

た功績が認められ、

文部科学大臣より社

会教育法施行60周年記念社会教育功労者表彰を受け

ました。

　２月６日、７日の両日、「広がる出会い　踏み出す小さな勇気から」をテーマに、第５回うるま

市生涯学習フェスティバルが開催されました。

　主会場となった具志川総合体育館では、公民館講座などで学んだ成果として多くの作品が展示

されたほか、オオゴマダラと触れ合うコーナーや健康相談などが行われました。

　また、舞台発表では市内保育園児によるダンスや各種サークル活動の発表など、幅広い年齢層

の市民が、日頃の学習の成果を披露しました。

　具志川ドームでは、ローンボウルズ大会やキンボール交流大会、軽スポーツ体験などが行われ、

多くの市民が参加して心地よい汗を流していました。
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い け  は ら   み つ    こ

い 　 け い   み つ    や

や    か     び     り    こ き   は ら    ち     え

と く  も ん   ゆ     か
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　１月20日、理科支援員配置事業の一環として、沖縄

コカ・コーラボトリング株式会社から講師を招いて「も

のの溶け方」についての特別授業が高江洲小学校５年

生を対象に行われました。

　授業では、水にクエン酸と重そうを加え炭酸水を作り、

シークヮーサーと砂糖で味をつけた炭酸飲料水を作り

ました。児童たちは、水に身近なものを溶かすことで、

炭酸水をつくることができることを体感しました。

1/12　社会教育功労者表彰受賞報告 

理科支援員配置事業 

1/13　九州女子 タグラグビー大会優勝報告 

1/15　母子保健事業で表彰 

作ってみよう炭酸水 

炭酸水を作る児童たち

　１月22日、選挙管理委員会が小中高生を対象に募

集した「平成21年度明るい選挙啓発ポスター」の表彰

式が市役所で行われました。

　応募のあった479作品の中から42点が入選し、そ

のうち沖縄県の優秀賞に勝連小６年の徳門由香さん、

具志川中２年の屋嘉比璃子さん、同３年の木原智恵さ

んが選ばれました。

明るい選挙啓発ポスター表彰式 

私達の未来を決める大事な一票 

県の優秀賞に選ばれた徳門さんと木原さん（写真左から）

− 叙 位 −

 正六位　比嘉 善榮 氏（11月29日逝去） 

　　　　 うるま市字兼箇段【元高等学校校長】 

11月11日、12日に静

岡県静岡市で開催さ

れた「平成21年度健

やか親子21全国大会」

において、池原充子

さん（石川）が、長年の

母子保健推進員とし

ての功績が認められ「社団法人母子保健推進会議会長

表彰」を受けられました。池原さんは約18年間にわたり、

地域の妊産婦・乳幼児の相談役として活動しています。

　12月６日に、鹿児

島県で行われた第４

回九州女子タグラグ

ビー大会で、石川高

等学校タグラグビー

部が見事優勝を収め

ました。市役所を訪

れた選手らが、大会

の経過や喜びを島袋市長、謝敷教育長へ伝えました。

1/20　農林水産大臣表彰受賞報告 

　与那城町漁業協同

組合の伊計光也さん

が、2008年漁業セン

サスの実施にあたり、

調査事務に尽力し、

水産行政施策の基礎

資料整備に寄与した

として、農林水産大臣より表彰を受けました。

　伊計さんは調査員としてこれまで７回、その調査事

務に従事しています。

　藏根芳雄さん（字宮

里 ）が 、 社 会 教 育 委

員、公民館運営審議

委員などを通して地

域の生涯学習、社会

教育の振興に尽力し

た功績が認められ、

文部科学大臣より社

会教育法施行60周年記念社会教育功労者表彰を受け

ました。

　２月６日、７日の両日、「広がる出会い　踏み出す小さな勇気から」をテーマに、第５回うるま

市生涯学習フェスティバルが開催されました。

　主会場となった具志川総合体育館では、公民館講座などで学んだ成果として多くの作品が展示

されたほか、オオゴマダラと触れ合うコーナーや健康相談などが行われました。

　また、舞台発表では市内保育園児によるダンスや各種サークル活動の発表など、幅広い年齢層

の市民が、日頃の学習の成果を披露しました。

　具志川ドームでは、ローンボウルズ大会やキンボール交流大会、軽スポーツ体験などが行われ、

多くの市民が参加して心地よい汗を流していました。
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　１月26日、うるま市物産の販売拡大のため、うる

ま市と琉球ジャスコ株式会社はうるま市物産販売奨励

協定を結びました。

　うるま市、生産者、琉球ジャスコ株式会社がそれぞ

れ持っているノウハウとアイディアを出し合いながら、

付加価値をつけた特産加工品の開発や農水産物の販売

推進を目指し、地域産業の活性化及び地産地消を図っ

ていきます。

うるま市物産販売奨励協定締結 

地域産業の活性化へ 

協定に調印した栗本社長と島袋市長、立会人の西野議長（左から）

　毎年１月24日を中心に「全国学校給食週間」が展

開されていることから、実際に給食を食べながら子ど

もたちとふれあうことで学校給食の現状を把握し、食

育の充実発展に役立てようと、１月27日、あげな中

学校でふれあい給食会が行われました。

　市長、教育長など関係者が各学級に分かれ、子ども

たちと会話を楽しみながら学校給食を味わいました。

ふれあい給食会 

おいしい給食に舌鼓 

市長と会話しながら給食を楽しむ生徒たち

　津堅にんじんは、大半が県外へ出荷されており、県

内の消費者が口にする機会が少ないことから、うるま

市にんじん産地協議会は、出荷量を拡大し、県内量販

店での販売を強化することを１月29日に発表しました。

　これまで、透明無地の袋に詰めて販売していたため、

津堅にんじんのＰＲが不足していましたが、今回、う

るま市名産品マークを入れた新パッケージを作成し、

「味が良い品種であるＴＥ30」で「津堅にんじん部

会を通して農協に出荷されたもの」と条件を決め、品

質保証に努めることでブランドの向上を図り、県内で

の消費を拡大していきます。

1/24　春の芸術祭 

1/27　文化財防火訓練 

1/27　県シニアリーグ、県シニアサッカー選手権優勝報告 

市内で活動するシ

ニアサッカーチーム

前原壮年クラブが、

昨年４月から10月の

期間に15チームが参

加して開催された県

シニアリーグで７年

ぶりに優勝しました。また、１月に開催された県シニ

アサッカー選手権大会でも見事優勝を収め２連覇を達

成し、その喜びを報告するため、監督や関係者が市役

所を訪れました。

　「第56回文化財防火

デー」にちなんで、

国指定史跡の安慶名

城跡で防火訓練が行

われました。訓練で

は、消防隊員による

消火活動が行われ、

その後、地域住民や保育園児らが参加しての消火訓練

が行われ、消火器の取扱方法などを学びました。

2/4　第６回 全国小学生選手権大会県ブロック大会優勝報告 

　１月17日に行われ

たタグラグビー大会

で、宮森小学校のチー

ムが見事優勝の栄冠

を手にし、県代表と

して全国大会への出

場が決まりました。

市役所を訪れた選手らが、その喜びと全国大会への意

気込みを語りました。

　市文化協会主催による「春

の芸術祭」が石川会館で開

催され、古典音楽や琉球舞

踊など、日頃から鍛錬を重

ねた舞や音楽が披露されま

した。

　市内の各道場による流派

を超えた格調高い舞台に、

訪れた多くの観客が魅了さ

れました。

2/10　「沖縄、ふるさと百選」受賞報告 

県内消費拡大を目指して 

2/10　第43回  沖縄県母子保健大会県知事表彰受賞報告 

2/10　沖縄県農林漁業賞受賞報告 

津堅にんじんブランド強化 

津堅にんじんをＰＲする関係者ら

　２月３日の節分の日に、うるま市地区飲酒運転根絶

連絡協議会、うるま市交通安全推進協議会などの共催

により、安慶名交番前で「豆まき作戦」が行われ、自

治会、高江洲中学校の生徒などが参加し通行人やドラ

イバーに豆の入った袋とチラシを配布。また、２月12

日、バレンタインデーを前に「バレンタイン大作戦」

が行われ、前原高等学校の生徒たちがドライバーにチョ

コレートとチラシを配布し「飲酒運転根絶」を呼びか

けました。

「豆まき作戦」「バレンタインデー作戦」 

飲酒運転をなくそう 

飲酒運転根絶の願いを込めチョコレートを配る生徒たち

− 叙位叙勲 −

 従六位瑞宝双光章　友寄 英機 氏（平成21年8月13日逝去） 

　　　　　　　　　 字喜屋武【元警視】 

市内で養豚業を営

む赤嶺康さん（与那城

西原）が、多年にわた

り農業の経営向上に

取り組み、沖縄県の

畜産振興に貢献した

功績が認められ、県

農林漁業賞を受賞。関係者と共に市役所を訪れその喜

びを伝えました。

　母子保健推進員の

石川順子さん（石川曙）

が、長年にわたり妊

産婦、乳幼児の親か

らの相談役や乳幼児

健診の未受診者への

受診勧奨などを行い、

母子の健康の保持増

進に貢献したとして、１月21日に沖縄県知事より表彰

を受けました。

2/12　「市長と語るつどい」を開催 

　市とうるま市女性

団体連絡協議会によ

る意見交換会「市長

と語るつどい」が、

市役所本庁で行われ

ました。日頃から市

政について抱えてい

る疑問や問題につい

て、直接市長と語り合うことで、市政への理解を深め

てもらうことを目的に開催されました。

　市与那城伊計自治

会（我喜屋元四郎自治

会長）が、５年に一度

開催される豊年祭や

黄金芋の植え付け体

験など、様々な活動

を通して、魅力ある

農山漁村を形成しているとして「沖縄、ふるさと百選

（集落部門）」に認定され、沖縄県知事より表彰を受け

ました。

と も  よ せ 　 ひ で   き

い し か わ じゅん  こ
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が    き    や   げ ん  し   ろ う
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　１月26日、うるま市物産の販売拡大のため、うる

ま市と琉球ジャスコ株式会社はうるま市物産販売奨励

協定を結びました。

　うるま市、生産者、琉球ジャスコ株式会社がそれぞ

れ持っているノウハウとアイディアを出し合いながら、

付加価値をつけた特産加工品の開発や農水産物の販売

推進を目指し、地域産業の活性化及び地産地消を図っ

ていきます。

うるま市物産販売奨励協定締結 

地域産業の活性化へ 

協定に調印した栗本社長と島袋市長、立会人の西野議長（左から）

　毎年１月24日を中心に「全国学校給食週間」が展

開されていることから、実際に給食を食べながら子ど

もたちとふれあうことで学校給食の現状を把握し、食

育の充実発展に役立てようと、１月27日、あげな中

学校でふれあい給食会が行われました。

　市長、教育長など関係者が各学級に分かれ、子ども

たちと会話を楽しみながら学校給食を味わいました。

ふれあい給食会 

おいしい給食に舌鼓 

市長と会話しながら給食を楽しむ生徒たち

　津堅にんじんは、大半が県外へ出荷されており、県

内の消費者が口にする機会が少ないことから、うるま

市にんじん産地協議会は、出荷量を拡大し、県内量販

店での販売を強化することを１月29日に発表しました。

　これまで、透明無地の袋に詰めて販売していたため、

津堅にんじんのＰＲが不足していましたが、今回、う

るま市名産品マークを入れた新パッケージを作成し、

「味が良い品種であるＴＥ30」で「津堅にんじん部

会を通して農協に出荷されたもの」と条件を決め、品

質保証に努めることでブランドの向上を図り、県内で

の消費を拡大していきます。

1/24　春の芸術祭 

1/27　文化財防火訓練 

1/27　県シニアリーグ、県シニアサッカー選手権優勝報告 

市内で活動するシ

ニアサッカーチーム

前原壮年クラブが、

昨年４月から10月の

期間に15チームが参

加して開催された県

シニアリーグで７年

ぶりに優勝しました。また、１月に開催された県シニ

アサッカー選手権大会でも見事優勝を収め２連覇を達

成し、その喜びを報告するため、監督や関係者が市役

所を訪れました。

　「第56回文化財防火

デー」にちなんで、

国指定史跡の安慶名

城跡で防火訓練が行

われました。訓練で

は、消防隊員による

消火活動が行われ、

その後、地域住民や保育園児らが参加しての消火訓練

が行われ、消火器の取扱方法などを学びました。

2/4　第６回 全国小学生選手権大会県ブロック大会優勝報告 

　１月17日に行われ

たタグラグビー大会

で、宮森小学校のチー

ムが見事優勝の栄冠

を手にし、県代表と

して全国大会への出

場が決まりました。

市役所を訪れた選手らが、その喜びと全国大会への意

気込みを語りました。

　市文化協会主催による「春

の芸術祭」が石川会館で開

催され、古典音楽や琉球舞

踊など、日頃から鍛錬を重

ねた舞や音楽が披露されま

した。

　市内の各道場による流派

を超えた格調高い舞台に、

訪れた多くの観客が魅了さ

れました。

2/10　「沖縄、ふるさと百選」受賞報告 

県内消費拡大を目指して 

2/10　第43回  沖縄県母子保健大会県知事表彰受賞報告 

2/10　沖縄県農林漁業賞受賞報告 

津堅にんじんブランド強化 

津堅にんじんをＰＲする関係者ら

　２月３日の節分の日に、うるま市地区飲酒運転根絶

連絡協議会、うるま市交通安全推進協議会などの共催

により、安慶名交番前で「豆まき作戦」が行われ、自

治会、高江洲中学校の生徒などが参加し通行人やドラ

イバーに豆の入った袋とチラシを配布。また、２月12

日、バレンタインデーを前に「バレンタイン大作戦」

が行われ、前原高等学校の生徒たちがドライバーにチョ

コレートとチラシを配布し「飲酒運転根絶」を呼びか

けました。

「豆まき作戦」「バレンタインデー作戦」 

飲酒運転をなくそう 

飲酒運転根絶の願いを込めチョコレートを配る生徒たち

− 叙位叙勲 −

 従六位瑞宝双光章　友寄 英機 氏（平成21年8月13日逝去） 

　　　　　　　　　 字喜屋武【元警視】 

市内で養豚業を営

む赤嶺康さん（与那城

西原）が、多年にわた

り農業の経営向上に

取り組み、沖縄県の

畜産振興に貢献した

功績が認められ、県

農林漁業賞を受賞。関係者と共に市役所を訪れその喜

びを伝えました。

　母子保健推進員の

石川順子さん（石川曙）

が、長年にわたり妊

産婦、乳幼児の親か

らの相談役や乳幼児

健診の未受診者への

受診勧奨などを行い、

母子の健康の保持増

進に貢献したとして、１月21日に沖縄県知事より表彰

を受けました。

2/12　「市長と語るつどい」を開催 

　市とうるま市女性

団体連絡協議会によ

る意見交換会「市長

と語るつどい」が、

市役所本庁で行われ

ました。日頃から市

政について抱えてい

る疑問や問題につい

て、直接市長と語り合うことで、市政への理解を深め

てもらうことを目的に開催されました。

　市与那城伊計自治

会（我喜屋元四郎自治

会長）が、５年に一度

開催される豊年祭や

黄金芋の植え付け体

験など、様々な活動

を通して、魅力ある

農山漁村を形成しているとして「沖縄、ふるさと百選

（集落部門）」に認定され、沖縄県知事より表彰を受け

ました。

と も  よ せ 　 ひ で   き

い し か わ じゅん  こ
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Ｑ
１
　
第
三
号
被
保
険
者
と
は
な
ん
で
す

か
？　

Ａ
　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で

あ
る
夫（
妻
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
、
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
妻（
夫
）を
国
民
年

金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

Ｑ
２
　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
す
る

と
、
配
偶
者（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合

加
入
者
）の
保
険
料
の
負
担
が
増
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
　

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配

偶
者
の
給
料
か
ら
の
天
引
き
で
は
な

く
、
配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
が
制
度
全
体
と
し
て
負

担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
第
三
号
被
保
険
者
の

届
出
を
し
て
も
、
そ
の
配
偶
者
の
保
険

料
の
負
担
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
３
　
第
三
号
被
保
険
者
と
な
れ
る
基
準

は
な
ん
で
す
か
？
ま
た
届
出
は
ど
こ

で
行
う
の
で
す
か
？

Ａ
　

生
活
費
の
二
分
の
一
以
上
を
配
偶
者

の
収
入
で
ま
か
な
っ
て
い
る
か
ど
う

t
配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き

※
配
偶
者
が
厚
生
年
金
保
険（
共
済
組
合
）

に
加
入
し
て
い
て
も
、
そ
の
配
偶
者
が

65
歳
に
な
っ
た
場
合
は
第
三
号
被
保
険

者
の
資
格
を
失
い
ま
す
。
配
偶
者
が
65

歳
に
な
る
前
日
に
あ
な
た
は
第
一
号
被

保
険
者
と
な
り
、
そ
の
月
の
分
か
ら
国

民
年
金
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
届
出
を
し
な
い
と

将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
変
更
と
な
っ
た
日
か
ら
二
週
間

以
内
に
忘
れ
ず
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
持
参
す
る
も
の
は
、

◎
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

◎
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
日
を
確

認
で
き
る
書
類（
厚
生
年
金
・
健
康
保
険

等
喪
失
証
明
書
な
ど
）

◎
認
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

第
三
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
が
就
職
し
て

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
場
合

※
ご
自
身
の
勤
務
先
と
、
配
偶
者
の
勤
務

先
の
両
方
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

年
金
だ
よ
り

1
９
７
３
‐
５
４
９
８

　
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
市
区
町
村
役
場
に
申
請
し
て
、

認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
免
除

に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請
者
本
人
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
も
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
配
偶
者
が
免
除
申
請
す
る
年
度
又

は
そ
の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
場
合

は
、「
特
例
免
除
」と
い
っ
て
、
退
職
し
た

配
偶
者
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
所
得
制
限
の
審

査
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

退
職
特
例
免
除
の

　
　
　
　
　
　

手
続
き
に
必
要
な
書
類

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
者
票
等

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
年
金
課
ま
た

は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
コ
ザ
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課
…
1
９
３
３
‐
３
４
３
７

　
　
　
　
　
　
　
1
９
３
３
‐
３
４
３
８

◎
市
役
所
年
金
課
…
1
９
７
３
‐
５
４
９
８

第
三
号
被
保
険
者
に
か
か
る
届
出
に
つ
い
て

第
三
号
被
保
険
者
に
か
か
る
届
出
に
つ
い
て

�3月号　広報うるま 2010

か
、
年
収
百
三
十
万
円
未
満
で
あ
る
か

な
ど
が
目
安
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
を

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
配
偶

者
の
勤
務
先
に
第
３
号
被
保
険
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
届
出
て
、
資
格
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
の
届
出
と
一

緒
に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
配
偶
者
が
転

職
し
て
会
社
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、

新
し
い
勤
務
先
に
届
出
が
必
要
で
す
。

Ｑ
４
　
第
三
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
の
届
出
は
ど
こ
で
行
う
の
で
す

か
？

Ａ
　

市
町
村
の
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま

す
。
次
に
該
当
す
る
方
は
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

q
配
偶
者
が
退
職（
失
業
）し
た
と
き

※
配
偶
者
が
会
社
を
や
め
る
と
、
第
二
号

被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険
者
と
な

り
、
ま
た
、
あ
な
た
も
第
三
号
被
保
険

者
か
ら
第
一
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す

w
収
入
が
増
え
て（
年
収
百
三
十
万
円
以

上
）、
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と

き
e
配
偶
者
と
離
婚
し
た
と
き

r
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
あ

り
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ

Ｒ
）の
予
防
接
種
率
が
低
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ

Ｒ
）の
接
種
率
が
95
％
以
上
を
保
つ
こ
と

で
流
行
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

新
学
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
定
期
接

種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い（
左
記
）方
は
、

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

第
２
期
：
幼
稚
園
年
齢

（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

第
３
期
：
中
学
一
年
生

（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

第
４
期
：
高
校
三
年
生
の
相
当
す
る
年
齢

（
平
成
３
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜

　

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ

Ｒ
）は
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
２
回
接

種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幼
児
期
に
接
種
さ

れ
た
方
も
受
け
忘
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

健康支援課
1973−3209

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHH

手
帳
）が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
保
育
所
入
所
や

小
・
中
・
高
入
学
時
、
大
学
受
験
の
際
や

就
職
時
に
予
防
接
種
の
履
歴
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
母
子
健
康

手
帳
、
親
子
健
康
手
帳
は
履
歴
を
証
明
出

来
る
も
の
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、
健
康
支
援
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
1
９
７
３
ー
３
２
０
９

　
　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

う
る
み
ん
３
階

〈
参
考
〉

国
立
感
染
症
研
究
所
、
感
染
症
情
報
セ
ン

タ
ー
、
麻
し
ん
Ｑ
＆
Ａ

http://idsc.nih.go.jp/disease/
m
easles/Q

A
.htm
l

は
し
か
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

http://w
w
w
.osh.or.jp/hashikazero/

index.htm
l

接
種
率
95
％
を
目
指
し
て
！

　

麻
し
ん（
は
し
か
）は
過
去
に
二
度

大
き
な
流
行
が
あ
り
、
県
内
で
９
名

の
幼
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
又
、

平
成
19
年
に
は
、
全
国
的
に
10
歳
〜

20
歳
代
の
麻
し
ん（
は
し
か
）が
流
行

し
、
特
に
大
学
で
の
集
団
感
染
は
大

き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
　

　

風
し
ん
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が

感
染
す
る
と
胎
児
が
心
臓
病
や
白
内

障
、
聴
覚
障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
感
染
力
が
非
常
に
強

く
、
根
本
的
な
治
療
法
は
な
い
の

で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
が

大
切
で
す
。

※
公
費（
無
料
）で
接
種
可
能
な
期
間
は
３

月
31
日
ま
で
で
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
て
し

ま
う
と
、
自
己
負
担（
１
万
円
程
度
）に

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

第
１
期
は
１
歳
〜
２
歳
未
満
が
公
費（
無

料
）の
対
象
で
す
。
１
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
た
ら
、
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
次
の
対
象
者
の
方
は
４
月
か
ら

　
　

定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

第
２
期
：
幼
稚
園
年
齢

（
平
成
16
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

第
３
期
：
中
学
一
年
生

（
平
成
９
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

第
４
期
：
高
校
三
年
生
の
相
当
す
る
年
齢

（
平
成
４
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜

　

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　

対
象
者
の
方
に
は
個
別
通
知
を
し
て
い

ま
す
。
４
月
１
日
よ
り
接
種
は
可
能
で
す
。

早
め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。
尚
、
接

種
の
際
は
、
母
子
健
康
手
帳（
親
子
健
康

うるま市の麻しん・風しん
混合ワクチン（MR）接種率

平成21年度 ６月末 12月末

第２期 48.1％ 61.5％

第３期 70.1％ 72.6％

第４期 62.0％ 65.0％

３
月
31
日
ま
で
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
接
種
を
！

１
歳
の
お
子
様
は
１
歳
の
お
誕
生
日
に
！
！
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３
月
は
保
険
証
の
切
り
替
え
時
期
で
す
！

　

う
る
ま
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

が
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限

は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
ま
ま
４
月
以
降

に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と
医
療
費
が

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
切
り
替
え
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
保
険
証
が
配
達
さ
れ
る
世
帯

　
平
成
22
年
３
月
１
日
ま
で
に
国
保
税

を
全
額
完
納
し
た
世
帯

国
民
健
康
保
険
課
の
窓
口
で

保
険
証
の
切
り
替
え
を
す
る
世
帯

・
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
あ
る
世
帯

・
住
所
の
異
動
等
で
手
続
き
の
必
要
が

あ
る
世
帯

  
窓
口
切
り
替
え
す
る
際
に
必
要
な
も
の

・
現
在
お
持
ち
の
保
険
証

・
身
分
証
（
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
等
）

・
委
任
状
（
別
世
帯
の
方
が
代
理
で
手

続
き
を
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
）

・
国
保
税
の
領
収
書
（
平
成
22
年
３
月

１
日
以
降
に
納
付
し
た
場
合
、
そ
の

領
収
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

・
在
学
・
在
園
証
明
書
（
今
年
の
４
月

以
降
に
学
校
や
施
設
入
所
の
た
め
住

所
を
市
外
へ
移
さ
れ
る
方
で
、
遠
隔

地
保
険
証
が
必
要
な
世
帯
）

（
注
）
保
険
証
の
切
り
替
え
が
既
に
済

ん
で
い
て
、
遠
隔
地
の
保
険
証

３
月
は
保
険
証
の
切
り
替
え
時
期
で
す
！

国
民
健
康
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
９
７
３
‐
３
２
０
２

を
希
望
す
る
世
帯
は
新
し
い
保

険
証（
カ
ー
ド
）も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
前
記
の
も
の
を
忘
れ
た
場
合
に
は
、

保
険
証
切
り
替
え
が
出
来
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
に
来
所

す
る
前
に
忘
れ
物
が
な
い
か
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

窓
口
で
の
切
り
替
え
は

　
平
成
22
年
３
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す

　

切
り
替
え
は
、
本
庁
、
石
川
庁
舎
、

勝
連
庁
舎
、
与
那
城
庁
舎
ど
ち
ら
で
も

出
来
ま
す
。

※
３
月
末
は
、
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で

早
め
の
来
所
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
保
険

証
の
有
効
期
限
が
世
帯
ご
と
で
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
を

受
け
取
っ
た
際
は
、
保
険
証
の
有
効

期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  
保
険
証
の
有
効
期
限
が
変
わ
る
世
帯

・
平
成
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
75
歳
（
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）に
な
る
方

は
、長
寿
医
療
制
度
へ
移
行
し
ま
す
。

・
平
成
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
な
る
退
職
被

保
険
者
等
が
い
る
世
帯
は
、
退
職
保

険
証
か
ら
一
般
保
険
証
へ
の
変
更
に

な
り
ま
す
。

　

保
険
税
に
未
納
が
無
い
世
帯
へ
は
有

効
期
限
が
切
れ
る
前
に
新
し
い
有
効
期

限
の
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。
保
険
税

に
未
納
が
あ
る
世
帯
の
場
合
は
、
更
新

手
続
き
は
窓
口
で
お
約
束
し
て
い
る
通

り
の
方
法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド

に
変
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
世
帯
ご
と
に
１
枚
交
付
し
て

い
た
保
険
証
が
個
人
ご
と
に
１
枚
の

カ
ー
ド
形
式
に
な
り
、
携
帯
に
便
利
に

な
り
ま
す
。

　

サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
り
ま
す
の
で
紛

失
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

見　本

新しくカード化された保険証

※縮小しています。



　図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさ 
んの資料を展示・紹介しています（おすすめ資料）。 

今月のテーマはコレ！

今月のおすすめ資料

図 書 館 休 館 日 

行　事 日　時 サークル名等

中 

央

石 

川

勝 

連

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからもご覧になれます。

を学ぼう！ 「道」 を学ぼう！ 「道」 

☆うるま市立図書館ホームページ　http://www.library.city.uruma.lg.jp/☆うるま市立図書館ホームページ　http://www.library.city.uruma.lg.jp/

中央図書館　1974-1112
石川図書館　1964-5166
勝連図書館　1978-4321

・毎週月曜日
・３月21日（日）　春分の日　 
・３月31日（水）　館内整理日

　点前の基本から茶事までを紹介
した、表千家家元の指導による茶
の湯入門書。男性の点前もくわし
く説明されています。 

（一般書）所蔵館　中央

　日本の伝統文化や価値観を考える上で重

要なキーワードとなるのが「道」。武道・茶道・

書道・華道など、さまざまな日本文化の「道」

をわかりやすく解説した本を紹介します。

あなたも、何かの「道」を究めてみてはいか

がでしょうか。

　日本の伝統文化や価値観を考える上で重

要なキーワードとなるのが「道」。武道・茶道・

書道・華道など、さまざまな日本文化の「道」

をわかりやすく解説した本を紹介します。

あなたも、何かの「道」を究めてみてはいか

がでしょうか。

を学ぼう！ 

？ ？ 

　日本古来の「武術」の動きから
生み出された様々な「あそび」40
種余りを一挙紹介。家庭で楽しむ
うちに、スポーツや日常での身体
の使い方が変わっていきます。自
分の体の眠っていた可能性を発見
するヒントが満載。 

(一般書)所蔵館　勝連

　お花を飾ることは幸せを呼ぶこと。
効果的な飾り方から、プレゼント
に最適なボックスフラワー、その
時の気分に合わせたいけ方、いけ
ばなの基本まで、日々の暮らしの
中で、四季折々のお花を楽しむコ
ツが紹介されています。 

(一般書)所蔵館　石川

　ルールや用材にとらわれず、書
きたい文字を伸び伸び自由に書いて、
生活の中で生かす「文字アート」。
印象的な文字を書くコツ、作品に
するポイント、生活の中で楽しむ
方法など、豊富な作例とともに紹介。 

(一般書)所蔵館　中央

　「水切り」「水揚げ」とは何のこと？
千利休ってどんな人？　「書道」と「習字」
はどう違う？茶道・華道・書道の基本に
ついて、イラストを多用してやさしく解説。
日本の伝統文化への理解を深めること
ができる一冊。 

(児童書)所蔵館　中央・石川

『はじめての
茶の湯』

『親子で

　身体いきいき
古武術あそび』

千　宗左　著

主婦の友社

せん　 そう さ

岡田　慎一郎　著
日本放送出版協会

としょかんだよりとしょかんだより

閉架（へいか）ってなんのこと？

AA

ＱＱ

中央館／あま〜い本（一般）

　　　　みんな ともだち♪（児童）

石川館／通園・通学に使える袋物特集（一般）

　　　　名！迷？探偵特集（児童）

勝連館／春に読みたい絵本

行事案内（3月〜4月初旬）行事案内（3月〜4月初旬）

おはなし会
毎月第２土曜日
午後３時〜

図書館スタッフ

おはなし会
毎週金曜日
午前10時30分〜

ラビット

おはなし会
毎月第1・2・3土曜日
午前10時30分〜

第1：コスモスの会
第2：すずの会 
第3：石川図書館友の会

おかだ　  しんいちろう

からだ

『１本から始める
小さないけばな』

安丸　彌生　監

成美堂出版

やすまる 　やよい

『茶道・華道・書道
の絵事典』

ＰＨＰ研究所　編
ＰＨＰ研究所

『おしゃれな
文字アート』

さとだて ゆめこ  著

日貿出版社

「道」 

としょかんＱ＆ＡとしょかんＱ＆ＡとしょかんＱ＆Ａ

利用者のみなさんが普段利用している書架は開架といい、

資料 （本・雑誌・紙芝居・ＡＶ資料など）を実際に手にとり

ながら自由に探すことができます。

　閉架とは、開架とは別に設置された書架のことで、古くなっ

た資料や開架に入りきれなくなった資料などが保管されてお

り、利用者が自由に資料を手にとることはできない書架のこ

とです。

　閉架に移す対象となる資料は、「出版から時間が経過してお

り、同じような内容で新しい本があるもの」 「開架にあっても

利用頻度が低いもの」などです。

　お探しの資料の保管場所が閉架になっているときは、気軽

に図書館職員に声をかけてください。
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「
青
天
届
く
君
の
風
　
み
な
ぎ
る
闘
志

が
夏
に
輝
く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
高
校

生
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
「
美
ら
島
沖
縄
総
体

２
０
１
０
」
が
、
７
月
28
日
か
ら
８
月
20

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
28
競
技
が
県
内
で
行
わ
れ
、
う
る
ま
市

で
は
、
相
撲
と
サ
ッ
カ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
内
の
高
校
生
を
対
象
に
募
集
し
た「
相

撲
」
と
「
サ
ッ
カ
ー
」
競
技
の
ポ
ス
タ
ー

図
案
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
２
月
６

日
に
行
わ
れ
た
第
５
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
の
あ
っ
た
63
作
品
の
中
か
ら
６
作

品
が
上
位
入
選
し
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
最

優
秀
賞
に
具
志
川
高
等
学
校
１
年
生
の
玉た

ま

栄え

明あ

日す

香か

さ
ん
、
相
撲
競
技
の
最
優
秀
賞

に
石
川
高
等
学
校
１
年
生
の
比ひ

嘉が

ひ
ま
わ

り
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
２
人
の
作
品
は
、大
会
を
広
く
市
内
外
に

周
知
さ
せ
る
ポ
ス
タ
ー
や
種
目
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
表
紙
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
校
総
体
で
は
、「
一
人
一
役
活
動
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
開
催
前
の

広
報
活
動
や
草
花
栽
培
、
公
開
演
技
、
各

競
技
で
の
放
送
、
競
技
補
助
、
写
真
・
記
録
、

美
化
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
高
校

生
が
活
躍
し
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
２
月
１
日
、
ジ
ャ
ス
コ
具
志
川
店
に
て

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
一
人
一
役
活
動
の
広
報
活
動
と
し
て
、

具
志
川
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
皆
さ
ん

が
、
う
る
ま
市
で
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
練
習
の
た
め
に
来
沖

し
て
い
た
横
浜
Ｆ
Ｃ
の
選
手
ら
に
よ
る
サ

イ
ン
会
も
行
わ
れ
、
田た

中な
か

選
手
、
柳や
な
ぎ

沢さ
わ

選
手
、
難な
ん

波ば

選
手
、
寺て
ら

田だ

選
手
、
大お
お

黒ぐ
ろ

選

手
、
髙た

か

地ち

選
手
ら
が
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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第10回あやはし海中ロードレース大会
交通規制実施のお知らせ

美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
情
報

ち
ゅ

し
ま

受賞者へ賞状と盾が贈呈されました
サッカー競技の最優秀作品相撲競技の最優秀作品

チラシを配布し競技をＰＲしました

高
校
総
体
ポ
ス
タ
ー

図
案
コ
ン
ク
ー
ル
　
表
彰
式

高
校
生
一
人
一
役
活
動

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
平
成
22
年
度

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

　
　
　
　
う
る
ま
市
実
行
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
1
９
８
９
ー
３
１
１
０

ポスター図案コンクール受賞者

部　門 賞 氏　名 学　校　名

サッカー競技

最優秀賞  玉栄　明日香  具志川高等学校

優秀賞
 平敷　温子  与勝高等学校

 大城　里紅花  具志川高等学校

相撲競技

最優秀賞  比嘉　ひまわり  石川高等学校

優秀賞
 佐次田　夏歩  具志川高等学校

 照屋　智史  具志川高等学校

たま  え　　　あ   す   か

へ し き 　　あつ こ

おおしろ　　  り   べ   か

  ひ   が

  さ   し   だ　　   か   ほ

てる  や　    さと  し
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大
会
本
番
を
前
に
・
・
・

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る
「
あ

や
は
し
海
中
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
」
は
、
美
し
い
自
然
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
た

コ
ー
ス
が
特
徴
で
、
毎
年
県
内

外
か
ら
多
く
の
ジ
ョ
ガ
ー
が

参
加
し
ま
す
。

　

１
月
23
日
、
大
会
を
前
に

約
２
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
参
加
し
て
の
プ
ラ
ン

タ
ー
作
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ジ
ョ
ガ
ー
の
皆
さ
ん
に

気
持
ち
よ
く
走
っ
て
も
ら
お

う
と
、
サ
ル
ビ
ア
を
丁
寧
に

植
え
つ
け
ま
し
た
。
大
会
当

日
に
は
満
開
に
咲
い
た
色
鮮

や
か
な
花
が
、
ジ
ョ
ガ
ー
の

皆
さ
ん
を
迎
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
４
月
４
日（
日
）う
る
ま
市
与
那
城
総
合
公
園
陸
上
競
技

場
に
て「
第
10
回
あ
や
は
し
海
中
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
大
会
当
日
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
ド
ラ

イ
バ
ー
や
沿
道
・
輸
送
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
大
会
役
員
の
指
示
、
案
内
標
識
等

に
従
っ
て
交
通
規
制
実
施
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

qうるま市与那城総合公園陸上競技場〜海中道路入口交差点
   （午前8時30分から午後1時30分まで全面通行止）

w海中道路入口交差点〜浜比嘉大橋入口交差点
   （午前８時30分から午後１時30分まで片側通行）

e浜比嘉大橋入口交差点〜平宮折返し地点
   （午前９時から午前10時45分まで全面通行止）

r浜比嘉大橋入口交差点〜浜比嘉折返し地点
   （午前９時から午前11時10分まで全面通行止）

第10回あやはし海中ロードレース大会
交通規制実施のお知らせ

交  通  規  制  時  刻  交  通  規  制  時  刻  

お問い合わせ先
　　　　大会事務局　1 978 − 9404
　　　　観　光　課　1 965 − 5634

s
７
０
０
鉢
の
プ
ラ
ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
し
た
。
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健
康
・
子
育
て

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

う
つ
病
に
つ
い
て
〜
“
死
に
た
い
気
持
ち
”

を
抱
え
る
人
へ
の
関
わ
り
方
〜

【
講　

師
】
琉
球
大
学
医
学
部
高
次
病
態
医

科
学
講
座
精
神
病
態
医
学
分
野
助
教

　
　
　
　
　
　
　
　

田た
　
な
か中 

治
お
さ
む 

氏

【
と　

き
】
３
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

　
　
　
　
　

大
研
修
室

【
定　

員
】
80
名
（
入
場
無
料
）

【
申
込
方
法
】
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
く

だ
さ
い

Ｆ
Ａ
Ｘ　

９
７
３
｜
５
１
１
７

【
申
込
期
限
】
３
月
11
日
（
木
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
の
対
応
あ
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
う
る
ま
市
育
英
会

貸
費
生
募
集

【
採
用
予
定
人
員
】
若
干
名

【
受
付
期
間
】

　

４
月
５
日
（
月
）
〜
４
月
30
日
（
金
）

た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
応
募
資
格
】

　

本
人
又
は
保
護
者
が
本
市
に
住
所
を
１
年

以
上
有
し
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律

第
26
号
）
に
定
め
る
大
学
（
短
期
大
学
を
含

む
。）、
修
業
年
限
２
年
以
上
の
専
修
学
校
、

高
等
専
門
学
校
及
び
高
等
学
校
（
本
市
島

し
ょ
地
域
出
身
高
校
生
に
限
る
。）
に
在
学

す
る
者

【
提
出
書
類
】

○
貸
費
申
請
書
（
指
定
様
式
）

○
住
民
票
謄
本

　
（
本
籍
地
、
続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

○
在
学
証
明
書

（
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
発
行
さ
れ

た
も
の
）

○
学
校
か
ら
の
推
薦
書
（
指
定
様
式
）

（
新
１
年
次
は
出
身
校
、
２
年
次
以
上
は

在
学
校
よ
り
）

○
直
近
１
年
の
成
績
証
明
書
又
は
調
査
書

（
開
封
無
効
）

（
新
１
年
次
は
出
身
校
、
２
年
次
以
上
は

在
学
校
よ
り
）

○
所
得
・
課
税
証
明
（
同
一
世
帯
で
20
歳
以

上
全
員
）

○
資
産
税
公
課
証
明
（
同
一
世
帯
で
20
歳
以

上
全
員
）

障
が
い
福
祉
課

1
９
７
３
｜
５
４
５
２

教
育
委
員
会　

総
務
課

1
９
７
８
｜
２
２
０
１

（
無
資
産
者
の
場
合
は
、
無
資
産
証
明
書
）

○
切
手
（
80
円
２
枚
・
採
否
通
知
用
）

【
募
集
要
項
】

　

具
志
川
、石
川
、勝
連
、与
那
城
の
各
庁
舎
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
提
出
先
】

　

教
育
委
員
会　

総
務
課　

育
英
会
担
当

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
！

　

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
、
男
女
と
も
に
子

育
て
や
介
護
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
中
の
短
時
間
勤
務
制
度
及
び
所
定
外

労
働
（
残
業
）
の
免
除
の
義
務
化

①
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
が
希

望
す
れ
ば
利
用
で
き
る
短
時
間
勤
務
制
度

を
設
け
る
こ
と
が
事
業
主
の
義
務
に
な
り

ま
す
。

②
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
は
、

請
求
す
れ
ば
所
定
外
労
働
（
残
業
）
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

子
の
看
護
休
暇
制
度
の
拡
充

　

休
暇
の
取
得
可
能
日
数
が
、
小
学
校
就
学

前
の
子
が
１
人
で
あ
れ
ば
年
５
日
、
２
人
以

上
で
あ
れ
ば
年
10
日
に
な
り
ま
す
。

父
親
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進

①
父
母
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場

合
、
休
業
可
能
期
間
が
１
歳
２
か
月
に
達

す
る
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

②
配
偶
者
の
出
産
後
８
週
間
以
内
の
期
間
内

に
、
父
親
が
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
、

特
別
な
事
情
が
な
く
て
も
再
度
の
取
得
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

③
労
使
協
定
に
よ
る
専
業
主
婦
（
夫
）
除
外

規
定
を
廃
止
し
、
専
業
主
婦
（
夫
）
家
庭

の
夫
（
妻
）
を
含
め
、
す
べ
て
の
労
働
者

が
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

介
護
休
暇
の
新
設

　

労
働
者
が
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
要
介
護

状
態
の
対
象
家
族
が
１
人
で
あ
れ
ば
年
５

日
、
２
人
以
上
で
あ
れ
ば
年
10
日
、
介
護
休

暇
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

法
の
実
効
性
の
確
保

①
育
児
休
業
法
の
取
得
等
に
伴
う
労
使
間
の

紛
争
等
に
つ
い
て
、
県
労
働
局
長
に
よ
る

紛
争
解
決
の
援
助
及
び
調
停
委
員
に
よ
る

調
停
制
度
を
設
け
ま
す
。

②
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
の
公
表
制
度
や
報

告
を
求
め
た
場
合
に
報
告
を
せ
ず
、
又
は

虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
に
対
す
る
過
料
の

制
度
を
設
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

沖
縄
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　
　
　
　
　

1
８
６
８
｜
４
３
８
０

　

沖
縄
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

http://okirodo.go.jp/
商
工
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１
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募　

集

保
健
師
募
集
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
平
成
22
年
４
月
よ
り
保
健
師

を
若
干
名
採
用
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
応
募
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
勤
務
先
】
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
う
る
ま
市
役
所
石
川
庁
舎
３
階
）

【
雇
用
形
態
】
嘱
託
員

（
報
酬
20
万
円
＋
交
通
費
）

【
職　

種
】
保
健
事
業
係

（
概
ね
５
年
以
上
の
経
験
者
を
望
む
）

【
応
募
資
格
】
保
健
師
免
許
取
得
者

【
雇
用
期
間
】
１
年
契
約
（
基
本
）

　
　
　
　
　
　

最
長
５
年
ま
で

【
応
募
期
間
】
３
月
15
日
（
月
）

【
提
出
書
類
】履
歴
書（
市
販
可
、写
真
添
付
）、

保
健
師
免
許
証
の
写
し

【
提
出
先
】

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課

う
る
ま
市
石
川
石
崎
一
丁
目
１
番

（
う
る
ま
市
役
所
石
川
庁
舎　

３
階
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

助
成
希
望
団
体
募
集
！

　

う
る
ま
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活

性
化
や
地
域
福
祉
の
発
展
を
目
的
に
、
市
内

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
へ
助
成

い
た
し
ま
す
。
福
祉
の
向
上
や
地
域
の
問
題

解
決
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

様
、
想
い
を
か
た
ち
に
し
ま
し
ょ
う
！
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

【
対　

象
】
う
る
ま
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

※
た
だ
し
、
自
治
会
な
ど
の
地
縁
組
織
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
対
象
外
で
す
。

※
う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
前
提
と
な
り
ま

す
。

【
助
成
金
額
】

３
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

①
ホ
ッ
プ
コ
ー
ス(

３
万
円)
３
団
体
予
定

②
ス
テ
ッ
プ
コ
ー
ス(

５
万
円)
３
団
体
予
定

③
ジ
ャ
ン
プ
コ
ー
ス(

10
万
円)

２
団
体
予
定

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
助
成
金
要
望
書
様
式
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※
助
成
金
要
望
書
様
式
は
、
う
る
ま
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
本
所
・
各
支
所
）
窓
口
に

て
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

４
月
１
日
（
木
）
〜
４
月
30
日
（
金
）

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

1
９
６
３
｜
８
０
１
５

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
／

う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1
９
７
３
｜
５
４
５
９

【
申
込
先
】

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
／

う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

剪
定
講
習
会
参
加
者
募
集

　

う
る
ま
市
緑
花
友
の
会
の
主
催
に
よ
る
一

般
市
民
を
対
象
に
し
た
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ク

タ
ン
（
ク
ロ
キ
）、
ホ
ル
ト
の
木
の
剪
定
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
剪
定
バ
サ
ミ
、
ノ
コ
ギ
リ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
４
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
総
合
運
動
公
園

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
当
日
会
場
で
申
し
込
み

パ
ソ
コ
ン
初
級
受
講
者
募
集

　

中
高
年
の
生
活
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
入
門

【
対　

象
】
55
歳
以
上
の
初
心
者

【
期　

間
】
４
月
６
日
〜
６
月
29
日

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

【
定　

員
】
30
名
程
度

【
受
講
料
】　

６
，
０
０
０
円
（
３
か
月
分
）

【
教
材
費
】　

１
，
７
０
０
円

【
受
付
日
時
】
３
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
先
着
順
）

【
受
付
場
所
】
じ
ん
ぶ
ん
館
ロ
ビ
ー
に
て

※
じ
ん
ぶ
ん
館
で
の
受
付
は
16
日
の
み

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

沖
縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

コ
リ
ン
ザ
３
階)

※
電
話
で
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
Ｘ
Ｐ
，
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
２
０
０
７
使
用

社
会
体
育
課

1
９
７
３
｜
０
２
３
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト

1
９
２
９
｜
１
２
２
０
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お問い合わせ 

沖縄県環金武湾地域雇用創造協議会 
事務局：うるま市石川赤崎２－２０－１　うるま市ＩＴ事業支援センター 2号館 

TEL．　　　　　　　　　　　　　http://kankinwan.jp ０９８－９８９－０９５６ 

IT事業 
支援センター 
2 号館 

舞天館 

石川 IC 
石川署 

サンエー 
バイパス 

名護 

赤崎交差点 

    

就
活
相
談
、
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

街角コンタクトセンターでは
「沖縄就活支援システム」があります。
パソコンから求職情報が検索でき、
登録をすると自宅からシステムにアクセス！
自宅にいながら求人情報だって届きます。
ハローワーク帰りや買い物帰りに
IT 事業支援センター２号館へ
立ち寄ってみませんか？

当協議会ではキャリアコンサルタントを配置、 
就職・仕事に関する相談を無料で受け付けています。 
「どんな仕事に就いたら良いか分からない」 
「履歴書の書き方が分からない」 
「転職をしたい」 
「面接の心得を教えてほしい」 
「自己アピールのしかたが分からない」 
「職場の人間関係で悩んでいる」 
などの悩みに専門家がお答えします。 
予約制となっておりますので 
まずはお気軽にお電話ください。 

受付日時　平日１０：００～１７：００ 
受付はコチラまで→０９８－９８９－０９５６ 

仕事に関する悩み、無料で相談受けます！ 

街角コンタクトセンターに求人あります。 

受付日時　平日９：００～１７：００ 
受付はコチラまで→０９８－９８９－０９５６ 

 



お
知
ら
せ

基
地
内
立
入
申
請
は
お
早
め
に
！

　

市
内
に
所
在
す
る
米
軍
施
設
・
区
域
へ
墓

参
り
等
の
た
め
、
立
入
り
を
希
望
す
る
方
は
、

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
清
明
祭
な
ど
に

よ
り
、
４
月
は
多
数
の
申
請
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
締
切
】

・
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

休
日
・
祝
祭
日
を
除
く
立
入
り
の
10
日
前

ま
で

・
キ
ャ
ン
プ
コ
ー
ト
ニ
ー
及
び
キ
ャ
ン
プ
マ

ク
ト
リ
ア
ス

立
入
り
の
７
日
前
ま
で

【
申
請
に
必
要
な
事
項
】

①
立
入
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

②
立
入
日
及
び
立
入
時
間

③
立
入
り
す
る
際
に
使
用
す
る
車
両
番
号
な

ど
※
立
入
り
を
希
望
す
る
施
設
に
よ
っ
て
、
若

干
申
請
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
22
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
補
助
金
に
つ
い
て

　

水
質
汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
有
効
な
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
対
象
地
域
】

　

う
る
ま
市
内
に
お
い
て
、
公
共
下
水
道
の

整
備
計
画
が
当
分
の
間
（
概
ね
７
年
以
上
）

見
込
ま
れ
な
い
地
域

ま
ち
づ
く
り
課

1
９
７
３
｜
５
０
２
９

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

【
対
象
数
】

・
５
人
槽
（
８
基
）

・
６
〜
７
人
槽
（
４
基
）

・
８
〜
10
人
槽
（
２
基
）

【
補
助
限
度
額
】

・
５
人
槽　

３
３
２
，
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽　

４
１
４
，
０
０
０
円

・
８
〜
10
人
槽　

５
４
８
，
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】

４
月
１
日
（
木
）
〜
５
月
31
日
（
月
）

【
申
込
場
所
】
環
境
課
（
本
庁
地
階
）

具
志
川
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

　

具
志
川
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ

ま
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

観
光
課

1
９
６
５
｜
５
６
３
４

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火
災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生を防止し、
高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産
の損失を防ぐことを目的としています。
　火災を発生させないために、日頃から家庭、地域、職場等に
おいて火災予防を心掛けてください。

日頃からの火災予防運動！

あなたの家庭にも住宅用火災警報器を設置しましょう！
消防本部　予防課　1 ９６５−２１２２

重点目標

命を守る７つのポイント

①住宅防火対策の推進

②放火火災・連続放火火災防止対策の推進

③特定防火対象物等における防火安全対策の徹底

④製品火災の発生防止に向けた取組の推進

⑤林野火災予防対策の推進

３つの習慣

・寝たばこは、絶対やめる。

・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する。

・寝具、衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

・火災を小さなうちに消すため、住宅用消火器などを設置する。

・お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制

をつくる。
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【
受
付
期
間
】

４
月
１
日(

木)

〜
４
月
22
日(

木)
(

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く)

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

に
つ
い
て

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７

月
ま
で
の
間
、
お
支
払
い
さ
れ
た
医
療
保
険
・

介
護
保
険
の
負
担
額
が
あ
る
一
定
以
上
と

な
っ
た
場
合
、
自
己
負
担
額
を
超
え
た
金
額

を
支
給
し
ま
す
。

（
今
回
の
対
象
期
間
は
平
成
20
年
４
月
〜
平

成
21
年
７
月
ま
で
の
間
）

※
対
象
者
の
方
に
は
文
書
に
て
お
知
ら
せ
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

年
の
途
中
に
お
い
て
住
所
の
異
動
や
医
療

保
険
を
移
行
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
案
内
文

書
が
お
送
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
対　

象
】
医
療
と
介
護
の
両
方
の
保
険
を

利
用
し
て
お
り
、
一
年
間
に
支
払
っ
た
負
担

額
が
限
度
額
を
超
え
た
世
帯

【
申
込
方
法
】
国
民
健
康
保
険
課
に
て
指
定

の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
申
込
期
限
】
平
成
20
年
度
支
給
分
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
７
月
末
日

入
札
参
加
資
格｢

主
要
業
種
変
更｣

及
び

｢
希
望
業
種
の
追
加
」
受
付
に
つ
い
て

【
申
請
資
格
】

①
う
る
ま
市
の
平
成
21･

22
年
度
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

②
う
る
ま
市
に
本
社
を
有
す
る
者

③
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
許
可
及

び
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
に
お
け

る
年
間
平
均
完
成
工
事
高
が
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、等
級
別
で
登
録
さ
れ
る
業
種(
土

木
・
建
築
・
電
気
・
管)

に
つ
い
て
は
、

年
間
平
均
完
成
工
事
高
が
５
０
０
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と　

【
留
意
点
】

　

受
付
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。
資
料
・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
配

布
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
申
請
の
際
に
は
変

更
届
と
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
完
成
工
事

高
を
調
べ
る
た
め
、
経
営
規
模
等
評
価
結

果
通
知
書
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
主
要
業
種
等
変
更
の
申
請
で
既
に
登

録
が
あ
る
業
種
に
つ
い
て
は
、
総
合
評
価

値
（
Ｐ
点
）
の
変
更
や
格
付
け
の
や
り
直

し
を
行
い
ま
せ
ん
。

②
測
量
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
委
託

に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
受
付

表
・
業
者
カ
ー
ド
（
県
様
式
）、
事
務
所
登

録
等
、
営
業
に
関
し
法
律
上
必
要
な
証
明

書
等
の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

検
査
課

1
９
６
５
｜
５
６
０
５

国
民
健
康
保
険
課1

９
７
３
｜
３
２
０
２

○飲酒運転するとほとんどの場合、免許が一発取り消し。
酒酔い運転が欠格期間２年から３年、飲酒ひき逃げの
場合が５年から 10 年に強化されました。
　・酒酔い運転
　　５年以下の懲役または 100 万円以下の罰金
　・酒気帯び運転
　　３年以下の懲役または 50 万円以下の罰金

○飲酒運転周辺者も罰則
　・車両提供の禁止（飲んだ人に車を貸さない！）
　　最高　５年以下の懲役または 100 万円以下の罰金
　・酒類提供の禁止（乗る人に飲ませない！）
　　最高　３年以下の懲役または 50 万円以下の罰金
　・同乗の禁止（飲んだ人の車に同乗しない！）
　　最高　３年以下の懲役または 50 万円以下の罰金

飲酒運転しない、させない、許さない環境づくりに協力
しましょう。

市
営
住
宅
の
管
理
業
務
窓
口
が
変

わ
り
ま
す

　

平
成
22
年
度
か
ら
市
営
住
宅
等
の
管
理
業

務
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。
公

募
に
よ
り
選
定
さ
れ
、
市
長
が
指
定
し
た
次

の
団
体
が
、
市
に
代
わ
っ
て
市
営
住
宅
等
の

管
理
を
行
い
ま
す
。
指
定
期
間
は
、
平
成
22

年
４
月
１
日
よ
り
５
年
間
で
す
。

【
団
体
名
】
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社

【
代
表
者
名
】
理
事
長　

伊い

は波　

謙け
ん

【
住　

所
】
那
覇
市
山
下
町
18
番
26
号

【
電　

話
】
８
５
８
｜
１
１
４
６

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
８
５
８
｜
１
２
５
５

【
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
】

①
業
務
（
空
家
募
集
業
務
を
含
む
）

②
家
賃
及
び
駐
車
場
使
用
料
の
徴
収
に
関
す

る
業
務

③
入
居
者
に
係
る
連
絡
、
相
談
、
指
導
等
に

関
す
る
業
務

④
建
物
、
設
備
等
の
維
持
及
び
修
繕
に
関
す

る
業
務

　

今
後
と
も
指
定
管
理
者
と
と
も
に
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

建
築
工
事
課

1
９
７
８
｜
３
６
１
９

（行政処分が大幅強化）

　　
うるま市交通安全推進協議会

　　

（行政処分が大幅強化）
飲酒運転は厳罰飲酒運転は厳罰
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第
34
回
沖
展
選
抜
展

　

春
の
風
物
詩
沖
展
の
絵
画
・
彫
刻
・
書
道

な
ど
11
部
門
か
ら
準
会
員
賞
、
沖
展
賞
、
奨

励
賞
の
入
賞
作
品
の
他
、
う
る
ま
市
の
会
員
・

準
会
員
作
品
、
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
と　

き
】
４
月
８
日
（
木
）
〜
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
総
合
体
育
館

【
入
場
料
】
無
料

市
民
サ
ー
ビ
ス
評
価
・
平
成
21
年
度
第

３
四
半
期
（
10
月
〜
12
月
）
分
の
公
表

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
評
価
（
市
民
意
見
）
に
対

す
る
回
答
の
一
部
（
概
略
）
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。
評
価
の
全
容
、詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
各
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー
の
掲
示
資
料
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
成
人
式
の
案
内
ハ
ガ
キ
を
手
書
き
に
し
て

ほ
し
い
。

成
人
式
の
案
内
ハ
ガ
キ
の
宛
名
は
、
ワ
ー
プ

ロ
印
刷
で
は
温
か
み
が
な
い
の
で
手
書
き
に

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
成
人
式
の
案
内
ハ
ガ
キ
の
宛
名
に
つ
い
て

は
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
成
人
者
の
一
覧
表

と
と
も
に
シ
ー
ル
で
電
算
出
力
さ
れ
、
そ
れ

を
貼
り
付
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
短

時
間
で
間
違
い
な
く
ご
案
内
で
き
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
ワ
ー
プ
ロ
文
字
は
「
温

か
み
の
な
い
」
通
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
担
当
課
に
お
い
て
は
、
式
典
そ
の
も

の
が
新
成
人
を
祝
福
、
激
励
し
思
い
出
深
い

も
の
に
な
る
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
事
に
時
間
を

費
や
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
職
員
と
時
間
の

中
で
、
成
人
者
約
一
千
四
百
人
に
ハ
ガ
キ
の

宛
名
を
手
書
き
す
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ

難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
心
の
こ
も
っ
た
成
人
式
が
開

催
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
教
育
部
社
会
教
育
課
）

環
境
対
応
公
用
車
導
入
事
業

　

平
成
20
年
度
地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
、
平
成
21
年
度
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

環
境
対
策
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
公
用
車
を

低
排
出
ガ
ス
環
境
対
応
車
へ
買
換
え
し
、
低

炭
素
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

環
境
対
応
車
の
普
及
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
対
応
公
用
車
に
は
、
エ
コ
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
付
し
て
い
ま
す
。

文
化
課

1
９
７
８
｜
７
２
４
５

行
政
改
革
推
進
室1

９
７
３
｜
５
４
０
３

管
財
課

1
９
７
３
｜
５
３
７
３

　地方税法第 416 条の規定により、平成
22 年度「土地価格等縦覧帳簿及び家屋価
格等縦覧帳簿」を次のとおり納税者の縦覧
に供します。

【縦覧期間】４月１日（木）〜４月 30 日（金）
　　　　　（土・日曜日及び祝祭日を除く）
　　　　　午前８時 30 分〜午後５時 15 分
　　　　　（正午〜午後１時を除く）

【縦覧場所】資産税課（本庁２階）
【縦 覧 者】
　うるま市内に土地・家屋を有する固定資
産税の納税者（納税管理人を含む）、又は
その代理人（委任状が必要）
（注）縦覧者は印鑑及び本人確認のための納

税通知書、運転免許証等が必要です。
【お問い合わせ先】
資産税課
1９７３−５３９４

土地価格等縦覧帳簿及び
家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について

去年の沖展選抜展の様子

エコステッカー

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

〈
大
学
卒
業
等
程
度
〉

○
国
家
公
務
員
採
用
試
験
Ⅰ
種
試
験

【
受
付
期
間
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
１
日
（
木
）
〜
４
月
３
日
（
土
）

・
郵
送
又
は
持
参

　

４
月
１
日
（
木
）
〜
４
月
８
日
（
木
）

○
国
家
公
務
員
採
用
試
験
Ⅱ
種
試
験

【
受
付
期
間
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
10
日
（
土
）
〜
４
月
14
日
（
水
）

・
郵
送
又
は
持
参

　

４
月
12
日
（
月
）
〜
４
月
21
日
（
水
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

人
事
院
沖
縄
事
務
所　

調
査
課

　
　
　
　
　
　
　
　

1
８
３
４
｜
８
４
０
０

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
「
採
用
情
報
ナ
ビ
」

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
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う
る
ま
市
立
与
那
城
歴
史
民
俗
資
料
館

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

館
内
は“
遺
跡
・
民
具
が
語
る
人
の
生
活

文
化
の
変
遷
”を
テ
ー
マ
に
、
６
５
０
０
年

前
か
ら
戦
前
に
至
る
ま
で
の
人
々
の
生
活
の

移
り
変
わ
り
を
、「
衣
・
食
・
住
・
生
業
」

４
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
資
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

資
料
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
一
目

見
て
わ
か
る
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
や
絵
、
写
真

な
ど
を
用
い
て
説
明
さ
れ
、
わ
か
り
や
す
い

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
一
度
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
人
々

与
那
城
歴
史
民
俗
資
料
館

1
９
７
８
｜
３
１
４
９

の
生
活
の
移
り
変
わ
り
を
調
べ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
場
　
所
】
う
る
ま
市
与
那
城
中
央
１
番
地

　
　
　
　

 

（
与
那
城
庁
舎
隣
） 

【
開
館
日
】
火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
休
館
日
】
月
曜
日
・
公
休
日
の
翌
日

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第２木曜日　午後２時〜午後４時
　【ところ】石川庁舎（1階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1時受付開始

　【と　き】毎月第 4木曜日　午後 2時〜午後 4時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2階市民生活課　午後 1時受付開始

※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先
着８名までとなっておりますので、お早めにご来庁くだ
さい。窓口が大変込み合い相談を受けることが出来ない
場合がありますので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設

【人権相談】
近隣のトラブル、家庭内のもめごと､ いじめ､ 体罰な
ど人権問題でお困りの方。
【行政相談】
国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を受
け付けます。
【消費者相談】
マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）
などの悪質商法、架空請求や金融問題 (多重債務 ) 等
に対するトラブル等について消費生活専門員が対応し
ます。市民の皆さん一人で悩まず相談してください。

※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

◆人権・行政合同相談所
【と　き】3月 18日（木）　午前 10時〜午後 4時
【ところ】与那城庁舎　３階第３会議室

◆消費者相談

連絡先：市民生活課　　 973-5487

【と　き】毎週水曜日　午前 10時〜午後 4時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室
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防
火
広
報
用
視
聴
覚
資
機
材
を
整

備
し
ま
し
た

　

う
る
ま
市
消
防
本
部
で
は
、(

財)

日
本

防
火
協
会
か
ら
の
宝
く
じ
助
成
金
で
、
防
火

広
報
用
視
聴
覚
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
視
聴
覚
資
機
材
は
、
防
火
啓
発
に

活
用
し
住
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
に
役
立
て

ま
す
。

【
整
備
し
た
資
機
材
】

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
シ
ス
テ
ム
一
式･
デ
ジ

タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ･

Ｄ
Ｖ
Ｄ
再
生
機
・

防
火
防
災
用
ソ
フ
ト
８
枚

桃
原
自
主
防
災
組
織

防
災
資
機
材
を
導
入
！

　

平
成
20
年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
桃
原
自
主

防
災
組
織
」
で
は
、
防
災
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
育
成
と
し
た(

財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
助
成
金
で

小
型
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
防
災
資
機
材
を
整
備

い
た
し
ま
し
た
。桃
原
自
主
防
災
組
織（
48
名
）

で
は
整
備
さ
れ
た
防
災
資
機
材
の
取
り
扱
い

方
法
を
学
び
、
ま
た
消
火
栓
の
確
認
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。今
後
は
、近
日
完
成
予
定
の「
桃

原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
」
に

併
せ
て
、
防
災
訓
練
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

予
防
課

1
９
６
５
｜
２
１
２
２

総
務
課

1
９
７
３
｜
０
６
０
６

ご寄付・ご寄贈ありがとうございます

456 件
421 人

6 件

救急出場件数
搬送人員
火災件数
（　）は平成22年１月からの累計。

（456件）
（421人）
（6件）

＋ 79
＋ 31
＋ 48
＋ 46

118,055 人
58,928 人
59,127 人
43,927 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2010年 2月1日 前月比

☆安
あ げ な

慶名 正
まさあき

明 様（字天願）より10万円の寄付
☆（社）沖縄県設備設計事務所協会様（浦添市）より10万

円の寄付

☆安
あ げ な

慶名 正
まさあき

明 様（字天願）より10万円の寄付
☆山

やましろ

城 米
よ ね こ

子 様（字赤道）より５万円の寄付
☆（社）沖縄県軍用地等地主会連合会（那覇市久米）より

30万円の寄付

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

うるま市の人口 

うるま市社会福祉協議会へ

うるま市育英会へ

消防活動状況（平成 22 年 1 月） 

今回整備した防火広報用視聴覚資機材

桃原自主防災組織会長（写真中央）



創立10周年記念

具志川ジュニアオーケストラ
第８回定期演奏会

具志川ジュニアオーケストラ
第８回定期演奏会

具志川ジュニアオーケストラ
第８回定期演奏会

　おかげさまで、うるま市民芸術劇場附属
具志川ジュニアオーケストラは今年で結成
10 周年を迎えます。今回の演奏会では、ベー
トーヴェン/交響曲第５番｢運命｣（全楽章）、
Ｊ. シュトラウス / 美しき青きドナウ等を
富原守哉氏の指揮で演奏します。また、少年
少女合唱団がゲスト出演し、オーケストラ
と共演致します。

とみ はら もり  や

【と　き】

【ところ】

【入場料】大 人

午後2時30分開場　午後3時開演

高校生以下無料（入場整理券あり）
円500

【お問い合わせ】

3/28 日
響ホール

うるま市民芸術劇場
　1９７３－４４００




